
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

日本古代寺院造営事業の研究 

 

氏氏名名：：      徳徳竹竹  亜亜紀紀子子／／TTOOKKUUTTAAKKEE  AAkkiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttookkuuttaakkee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  東東北北史史学学会会，，木木簡簡学学会会，，正正倉倉院院文文書書研研究究会会，，続続日日本本紀紀研研究究会会  

研研究究分分野野：：  日日本本史史，，日日本本古古代代史史，，史史料料学学  

キキーーワワーードド：：  日日本本古古代代史史，，寺寺院院造造営営，，正正倉倉院院文文書書，，算算額額，，和和算算  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■  研研究究内内容容  

・・日日本本古古代代のの造造営営事事業業ににおおけけるる機機構構，，財財源源，，資資材材・・技技術術者者確確保保のの実実態態解解明明とと，，関関連連すするる法法制制度度  

・・正正倉倉院院文文書書のの復復元元とと読読解解  

・・算算額額のの調調査査研研究究  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

・・律律令令国国家家にによよるる東東北北支支配配政政策策ににおおけけるる南南東東北北のの位位置置づづけけ  

  

■■  研研究究シシーーズズ  

  私私はは日日本本古古代代国国家家がが寺寺院院ななどどのの大大規規模模なな構構造造物物のの造造営営ををどどののよよううにに実実現現ししたたののかかとといいうう問問題題ににつついいてて，，（（11））組組織織，，

（（22））財財源源，，（（33））資資材材やや労労働働力力のの確確保保，，（（44））技技術術者者のの動動員員とといいっったた観観点点かからら研研究究ししてていいまますす。。  

  ままたた，，近近年年はは各各地地のの寺寺社社にに奉奉納納さされれたた算算額額のの調調査査研研究究もも進進めめてていいまますす。。ここのの研研究究でではは歴歴史史学学とと数数学学のの研研究究者者にによよるる

ググルルーーププをを立立ちち上上げげ，，両両者者のの専専門門性性をを活活かかししてて共共同同研研究究ととししてて進進めめてていいるる点点にに特特徴徴ががあありりまますす。。ままたた，，調調査査にに際際ししててはは

赤赤外外線線カカメメララをを活活用用しし，，墨墨がが薄薄れれてて肉肉眼眼でではは読読みみににくくくくななっったた算算額額のの文文字字読読解解をを試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

■■  関関連連論論文文  

①①「「天天平平宝宝字字年年間間ににおおけけるる法法華華寺寺金金堂堂のの造造営営  ――作作金金堂堂所所解解のの検検討討をを中中心心にに――」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』99 号号、、22000033 年年））  

②②「「文文書書行行政政ににおおけけるる告告朔朔解解のの意意義義」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』1100 号号、、22000055 年年））  

③③「「阿阿弥弥陀陀浄浄土土院院造造営営機機構構のの再再検検討討」」（（『『ヒヒスストトリリアア』』220077 号号、、22000077 年年））  

④④「「古古代代のの作作画画事事業業とと画画工工司司」」（（『『古古代代文文化化』』第第 6655 巻巻第第 11 号号、、22001133 年年））  

⑤⑤「「画画所所解解考考」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5544 号号、、22001144 年年））  

⑥⑥「「金金光光明明寺寺造造物物所所ををめめぐぐるる一一試試論論」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5566 号号、、22001155 年年））  

⑦⑦「「古古代代越越後後国国のの国国府府とと城城柵柵」」（（熊熊谷谷公公男男編編『『古古代代東東北北のの地地域域像像とと城城柵柵』』高高志志書書院院、、22001199 年年））  

⑧⑧「「舞舞野野正正観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5566 号号、、22002200 年年））  

⑨⑨「「宮宮城城県県白白石石市市小小原原地地区区のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5577 号号、、22002211 年年））  

⑩⑩「「22002211 年年度度のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5588 号号、、22002222 年年））  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

文化触変の視点からみる東アジアの近代化 

 

氏氏名名：：      閻閻  秋秋君君／／YYAANN  QQiiuujjuunn  EE--mmaaiill：：  yyaannqqjj119966@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会,,  日日本本東東アアジジアア実実学学研研究究会会,,  中中国国文文化化学学会会  

研研究究分分野野：：  歴歴史史学学  

キキーーワワーードド：：  漢漢学学者者,,  文文化化触触変変,,  東東アアジジアアのの近近代代化化,,  日日中中全全人人教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■研研究究内内容容  

・・文文明明開開化化ににおおけけるる漢漢学学者者のの役役割割のの解解明明  

・・国国際際文文化化学学的的視視点点かかららみみたた東東アアジジアアのの人人的的交交流流のの解解明明  

・・東東アアジジアア近近代代化化のの多多様様性性にに関関すするる基基礎礎的的研研究究  

・・日日中中のの全全人人教教育育思思想想  

  

■■研研究究シシーーズズ  

私私はは「「東東アアジジアアのの近近代代化化のの多多様様性性」」とといいうう研研究究ビビジジョョンンをを持持ちち,,  そそれれをを解解明明すするるたためめにに,,  明明治治初初期期のの漢漢学学者者・・岡岡千千仭仭

（（おおかか  せせんんじじんん１１８８３３３３～～１１９９１１４４））とと,,  そそのの周周辺辺のの人人物物ををケケーースス・・ススタタデディィととししてて取取りり上上げげ,,  歴歴史史学学とと思思想想史史をを横横断断すするる研研

究究にに取取りり組組みみままししたた。。具具体体的的ににはは,,  （（１１））明明治治初初期期のの漢漢学学者者にによよるる洋洋書書翻翻訳訳,,  （（２２））「「文文化化運運搬搬者者」」ととししててのの漢漢学学者者のの清清国国

渡渡航航,,  （（３３））漢漢学学者者のの抱抱くく自自他他認認識識をを明明ららかかににししままししたた。。そそのの主主なな研研究究成成果果ととししてて後後掲掲のの論論文文①①～～⑤⑤ななどどががあありりまますす。。  

現現在在,,  私私はは東東アアジジアアのの近近代代化化ににおおけけるる文文化化触触変変（（AAccccuullttuurraattiioonn））のの事事例例研研究究のの一一環環ととししてて,,  東東アアジジアアのの地地域域社社会会がが

鉄鉄道道とといいうう外外来来文文化化にに接接すするるここととでで,,  どどののよよううなな拒拒絶絶をを経経てて鉄鉄道道をを受受容容すするるよよううににななっったたののかかをを考考察察ししてていいまますす。。ここれれにに

よよりり,,  新新ししいい技技術術はは如如何何にに地地域域住住民民にに受受容容さされれ,,  地地域域のの生生活活文文化化とと共共生生ししてていいくくののかかをを解解明明ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

ままたた私私はは,,  １１９９２２００～～１１９９３３００年年代代のの日日本本とと中中国国ににおおいいてて展展開開さされれたた全全人人教教育育にに関関心心をを持持っってていいまますす。。そそれれぞぞれれのの教教育育

理理論論をを比比較較検検討討しし,,  相相互互のの影影響響関関係係もも確確認認ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

  

■■関関連連論論文文  

①① 「「清清仏仏戦戦争争期期ににおおけけるる日日本本人人のの清清国国渡渡航航にに関関すするる一一考考察察」」（（『『国国際際文文化化研研究究』』２２９９,,  ２２００２２３３年年））  

②② 「「１１８８７７００年年代代のの日日本本ににおおけけるるワワシシンントトンンのの人人間間像像のの一一考考察察－－岡岡千千仭仭のの『『米米利利堅堅志志』』をを中中心心にに－－」」（（『『年年報報日日本本思思

想想史史』』１１９９,,  ２２００２２00 年年））  

③③ 「「清清仏仏戦戦争争期期ににおおけけるる日日中中近近代代化化のの相相違違性性のの一一考考察察－－清清国国紀紀行行文文『『観観光光紀紀遊遊』』のの鉄鉄道道建建設設論論をを手手ががかかりりにに

－－」」（（『『自自然然とと実実学学』』５５,,  ２２００２２00 年年））  

④④ 「「明明治治初初期期のの日日本本ににおおけけるる米米国国史史のの受受容容ににつついいてて－－岡岡千千仭仭のの『『米米利利堅堅志志』』をを中中心心にに－－」」（（『『中中国国文文化化』』７７７７,,  ２２００１１

９９年年））  

⑤⑤ 「「琉琉球球のの帰帰属属問問題題ををめめぐぐるる岡岡千千仭仭のの認認識識」」（（『『国国際際文文化化研研究究』』２２４４,,  ２２００１１８８年年））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

日本古代寺院造営事業の研究 

 

氏氏名名：：      徳徳竹竹  亜亜紀紀子子／／TTOOKKUUTTAAKKEE  AAkkiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttookkuuttaakkee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  東東北北史史学学会会，，木木簡簡学学会会，，正正倉倉院院文文書書研研究究会会，，続続日日本本紀紀研研究究会会  

研研究究分分野野：：  日日本本史史，，日日本本古古代代史史，，史史料料学学  

キキーーワワーードド：：  日日本本古古代代史史，，寺寺院院造造営営，，正正倉倉院院文文書書，，算算額額，，和和算算  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■  研研究究内内容容  

・・日日本本古古代代のの造造営営事事業業ににおおけけるる機機構構，，財財源源，，資資材材・・技技術術者者確確保保のの実実態態解解明明とと，，関関連連すするる法法制制度度  

・・正正倉倉院院文文書書のの復復元元とと読読解解  

・・算算額額のの調調査査研研究究  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

・・律律令令国国家家にによよるる東東北北支支配配政政策策ににおおけけるる南南東東北北のの位位置置づづけけ  

  

■■  研研究究シシーーズズ  

  私私はは日日本本古古代代国国家家がが寺寺院院ななどどのの大大規規模模なな構構造造物物のの造造営営ををどどののよよううにに実実現現ししたたののかかとといいうう問問題題ににつついいてて，，（（11））組組織織，，

（（22））財財源源，，（（33））資資材材やや労労働働力力のの確確保保，，（（44））技技術術者者のの動動員員とといいっったた観観点点かからら研研究究ししてていいまますす。。  

  ままたた，，近近年年はは各各地地のの寺寺社社にに奉奉納納さされれたた算算額額のの調調査査研研究究もも進進めめてていいまますす。。ここのの研研究究でではは歴歴史史学学とと数数学学のの研研究究者者にによよるる

ググルルーーププをを立立ちち上上げげ，，両両者者のの専専門門性性をを活活かかししてて共共同同研研究究ととししてて進進めめてていいるる点点にに特特徴徴ががあありりまますす。。ままたた，，調調査査にに際際ししててはは

赤赤外外線線カカメメララをを活活用用しし，，墨墨がが薄薄れれてて肉肉眼眼でではは読読みみににくくくくななっったた算算額額のの文文字字読読解解をを試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

■■  関関連連論論文文  

①①「「天天平平宝宝字字年年間間ににおおけけるる法法華華寺寺金金堂堂のの造造営営  ――作作金金堂堂所所解解のの検検討討をを中中心心にに――」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』99 号号、、22000033 年年））  

②②「「文文書書行行政政ににおおけけるる告告朔朔解解のの意意義義」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』1100 号号、、22000055 年年））  

③③「「阿阿弥弥陀陀浄浄土土院院造造営営機機構構のの再再検検討討」」（（『『ヒヒスストトリリアア』』220077 号号、、22000077 年年））  

④④「「古古代代のの作作画画事事業業とと画画工工司司」」（（『『古古代代文文化化』』第第 6655 巻巻第第 11 号号、、22001133 年年））  

⑤⑤「「画画所所解解考考」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5544 号号、、22001144 年年））  

⑥⑥「「金金光光明明寺寺造造物物所所ををめめぐぐるる一一試試論論」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5566 号号、、22001155 年年））  

⑦⑦「「古古代代越越後後国国のの国国府府とと城城柵柵」」（（熊熊谷谷公公男男編編『『古古代代東東北北のの地地域域像像とと城城柵柵』』高高志志書書院院、、22001199 年年））  

⑧⑧「「舞舞野野正正観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5566 号号、、22002200 年年））  

⑨⑨「「宮宮城城県県白白石石市市小小原原地地区区のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5577 号号、、22002211 年年））  

⑩⑩「「22002211 年年度度のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5588 号号、、22002222 年年））  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

国
際
文
化
学

歴
史
学
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